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01：コンテンツ／災害概況

02：特集 第53回 消防救助技術近畿地区指導会

06：2025年 大阪・関西万博
　　 ～ 万博会場は私たちが守ります！～

08：共に学び共に成長

10：ケイボウタイムズ

12：イクキュー

14：明日に備えて過去に学ぶ

15：No more！事故

16：Just Do It！

18：コマンドアイ

20：救急いろは

22：実録‼ 調査鑑識

24：We are Rookies ! 

表紙：夜の大屋根リングと万博 PI

26：大阪の消防NEWS

28：ココ改善！ 

29：次世代のテクニカルレスキューカメラ
　　 ～ ＦＩＲＳＴＬＯＯＫ３６０ＬＲ ～

30：落語DE火の用心

31：自衛消防隊紹介 ／ 女性防火クラブだより

32：市民表彰 ／ アニマル環状線

33：人材育成のヒント

34：【職務】令和６年中の規制対象物における
　　 火災発生状況（２） 

36：教えて○○課！

37：健康ダイアリー

38：現場に活かす！救急救命士国家試験問題

39：消防漢字ガール

40：救急安心センターおおさかだより ／ 編集後記



第 53回
消防救助技術近畿地区指導会

令和７年７月19日（土）、兵庫県広域防災センターにて開催された第
53回消防救助技術近畿地区指導会に、当局から63名の隊員が参加
しました。8月30日（土）に開催される全国消防救助技術大会を目指
して、強化隊員たちは日ごろの訓練成果を存分に発揮しました。

2025.7.19

　「憧れの舞台」。ここにたどり着くため、何度も何度も挫折を味わい、自分
のふがいなさを感じ、それに打ちのめされ、それでも諦めることなく憧れ続
けた。強化訓練が開始されて約３カ月、挫折や困難を乗り越えて、たどり着
くことができた舞台。
　この舞台に立つまでには、励まし合い切磋琢磨してきた強化隊員の仲間
たち、どんな時も寄り添ってくれた指導員の方々、いつも笑顔で送り出し、
優しい言葉で迎えてくれた所属の方々、家事子育てが忙しい中、全力でサ
ポートし応援してくれた家族、様々な「絆」に支えられました。そのたくさん
の「絆」は憧れの舞台のスタートラインに立った私たちの背中を押してくれ
ました。
　私たちがここで得た、チームワーク、強靭な体力、精神力、知識、技術は
必ず災害現場、人命救助に生きると確信しています。
　最後に、この訓練に携わって頂いた全ての方々、無償の愛でサポートして
くださった全ての方々、本当にありがとうございました。

　「やりきった。」
　ゴールラインを超えた瞬間、真っ先に浮かんだ言葉です。訓練を始めて、
チーム力が高まった矢先の５月、チームの大黒柱の負傷で心が折れかけま
した。しかし、そこから、新たなメンバーと団結し、徹底的な話し合いと訓練
を重ねて挑んだ近畿地区指導会。全国大会出場こそ叶いませんでしたが、
障害突破人生を締めくくるにふさわしい、最高の夏となりました。
　第２中隊長としても挑んだ今夏。総員63名。それぞれが勝利のために悩
み、苦しみ、もがく姿は泥臭くも力強く、本当に誇り高いものでした。強靭な
精神力を持つ隊員たちと共に闘えたことは私の誇りですし、訓練開始から
隊員たちと励まし合い歩んだ時間は、何よりの宝物です。
　この夏、全員が確かな成長を遂げたと感じています。そして、その成長
は、必ずや大阪市消防局が今後さらに強くなるための礎となると確信してお
ります。

　第43回近畿地区指導会に初出場して以来、10回目の参加となった本指
導会。振り返れば、酸いも甘いも多くの経験を経て、気づけば中隊長という
立場になりました。
　この訓練で学んだ大切なことは、まず、目的意識を明確に持つことです。
言うまでもなく、本訓練の目的は人命救助。この崇高な任務を強く意識す
ればするほど、訓練内容はより濃く、厳しさを増します。速さや正確さを追
い求め、課題解決へと試行錯誤を重ねていく中、時に大きな壁に直面する
こともあります。そんな時こそ人命救助という原点に立ち帰ることで、見せ
かけの速さや形だけの正確さではない、血の通った訓練へと昇華していき
ました。
　次に、大阪救助の覚悟とプライドを胸に、訓練に挑む姿勢です。勝負に勝
つこと、それが我々に課せられた使命です。大阪救助の代表であるという自
覚は、逆境での踏ん張りになります。
　そして、これらの積み重ねが、日々の現場活動への礎となり、自らを磨き
続ける原動力となりました。
　最後に、私を救助隊員として成長させてくれた水上の部の皆さまに深く感
謝します。また、所属の方々、警防課の皆さま、そして何より10年以上支え
てくれた妻に、心から感謝を捧げます。

陸上の部　第１中隊長
引揚救助

西成消防署
消防司令補
嵯峨　慶彦

陸上の部　第２中隊長
　　　　　　障害突破

港消防署
消防司令補　
眞野　円志

水上の部　中隊長     
　　　　　人命救助

阿倍野消防署
消防司令補
堤　勇樹



　昨年、全国大会で１位を取った大
先輩の背中を追い掛けて臨んだ、第
53回近畿地区指導会。初出場の3人
を含め、今年度の全国大会出場は厳
しいのではないか、と周囲から厳し
いお言葉を掛けられながら、日々の

訓練を行ってきました。
　訓練期間中は、大阪市消防局の名前を背負う重圧も相まっ
てタイムが伸びない時期が何度もありました。それでも、指導
員の熱烈な指導を受けて、仲間と切磋琢磨し、ロープブリッ
ジ渡過の全国大会出場の切符を手にしました。携わっていた
だいた全ての皆様の協力なしにはこの舞台に立つことはでき
なかったと思います。
　この夏の経験は、今後の消防人生においても大きな財産で
あり、宝です。心より感謝申し上げます。

　この数カ月間は、チームリーダーとして、チームをまとめることの難しさを実感した期間でした。チーム
のバランスは良くても、思うようにタイムが伸びず、雰囲気が悪くなる場面が幾度とありました。しかし、そ
んな状況でも下を向かず、前を見続けることができたのは、指導員をはじめ、周囲の方々の支えのおかげ
ですし、そのすべてが、悩み、苦しみながらも、チーム全員が本気で駆け抜けた道のりだと感じています。
結果を残すことは出来ませんでしたが、中隊長の「災害現場であと１歩を踏み出す力」という言葉のよう
に、この経験は、まさにその力へと繋がっていると信じています。ご支援、ご指導いただいた皆さま、本当
にありがとうございました。

ロープブリッジ渡過

　私が近畿地区指導会に初めて出場した12年前から数えて、今大会は６度目の挑戦でした。結果は自分
の目標としていた所には届きませんでしたが、最高の訓練をすることができ、悔いはありません。それも全
ては、家族や事務局、指導員、所属の方々、運営や要員の方からの支援や応援、また直接的にも見えない
ところでも尽力してくれた全ての人が作ってくれた、最高の環境のおかげだと感じています。最後に、共に
訓練期間を過ごした隊員たち、ライバルでありながらも切磋琢磨しお互いを高めあうことができた、はしご
登はんの仲間たち、関わってくれた全ての方に感謝とリスペクトを込めて。本当にありがとうございまし

はしご登はん

〈 西淀川消防署　消防士長　石塚　智 〉 〈 住吉消防署　消防司令補　内海　成太郎 〉

〈 東成消防署　消防司令補　新山　雅浩 〉

〈 西成消防署　消防士長　小間　達哉 〉

　出走直前、静まり返り緊張感漂う
塔上でチーム紹介を待つ間、緊張は
ありましたが不安はありませんでし
た。それは、仲間を信じ、自分を信
じ、出来る限りのことを行い、集中し
て本番に挑めたからです。３カ月と

いう短い期間、初出場の隊員を含むチームで、強豪相手と同
じ土俵に立つため、質、粘り強さ、そしてオープンマインドを
意識し訓練しました。徐々に歯車が合ってくる感覚を楽しみな
がら、本番を迎えることができ、悔いのない大会となりまし
た。　大会を終えて、何かを成し遂げるには自分の力だけで
なく、周りにいる人のサポートやフォローが不可欠だと改めて
感じました。大会に関わった全ての人、支えてくれた家族に感
謝の気持ちでいっぱいです。

引揚救助

　今回の近畿地区指導会は、ライ
バルたちの高い技術と情熱に触
れ、自分もさらに成長していきたい
という強い思いを抱くことができ、
大変貴重な経験となりました。
　この場に立つことができたの

は、共に切磋琢磨してきた仲間や同僚、そして日々の訓練を
見守り応援してくださった方々の存在があってこそだと思っ
ています。改めて感謝の気持ちを伝えたいです。私たちの訓
練に携わってくださった皆さん、本当にありがとうございま
した。これからも初心を忘れず、技術と心を磨き続けていき
ます。

ロープブリッジ救出

〈  住吉消防署　消防司令補　森田　祥平 〉

　このたびロープ応用登はんの登は
ん者として出場しました。結果は全国
に届かず悔しさも残りましたが、この
舞台に立てたことは大きな経験とな
りました。日々支えてくれた所属の職
員の皆さま、強化隊員、指導員、応

援・ご支援くださった全ての方々、そして大阪市消防局全体の
ご協力に心から感謝申し上げます。
　年齢に関係なく、挑戦する気持ちと「諦めない心」があれ
ば、まだまだ前に進めると実感しました。また来年、さらに成
長した姿で挑戦したいと思います。本当にありがとうございま
した。

ロープ応用登はん

〈 天王寺消防署　消防士長　田中　康博 〉

ほふく救出

　「大阪」の誇りを胸に全国大会出場という目標を掲げ、本番一発、５つの障害に立ち向かい、最高の形
でゴールラインを突破するために、チーム一丸となって全力で近畿地区指導会へ挑みました。
　約３カ月の訓練期間をチーム全員が同じ目標に向かい熱い気持ちを持って指導員の方々のサポートを
受けながら全力で駆け抜けました。チームメイトはもちろん、そんな最高の仲間たちと過ごした、この強
化訓練での経験は私にとって最高の宝物です。
　この指導会に携わっていただいた方々や、所属の方々、また家族のサポートがあったからこそ、指導会
本番という最高の舞台に立つことができました。心より感謝を申し上げます。本当にありがとうございまし
た。

〈 東淀川消防署　消防司令補　武田　耕作 〉

障害突破

　昨年出場した近畿地区指導会では
３位となり、悔いの残る結果となりま
した。その結果から、今年こそは全国
の舞台に立つ、と決心し訓練を見直し
ました。そこからは、本番の１発勝負で
ベストパフォーマンスを出すことを念

頭に置いて、日々訓練に励みました。タイムが伸び悩む時期もあり
ましたが、隊員同士で改善点を共有し、励まし合うことで前向きに
訓練に取り組むことができました。こうした取組により、本番では
ベストタイムを出すことができました。
　この経験を大切にしながら、これからの消防人生を歩んでいき
たいと思います。

複合検索

〈 中央消防署　消防士長　菱川　翔太 〉

　第53回近畿地区指導会において、
「基本泳法」の種目から全国大会へ
出場できることになりました。この種
目は、他の種目とは違い個人種目の
為、モチベーションの維持が難しい期
間もありました。しかし、明確な目標を

立てること、水上の部のチーム全体で切磋琢磨してきたことが
全国大会出場という今回の結果に繋がったと思います。「基本
泳法」という種目は今年を最後に廃止されることとなりました
が、大阪市代表として最高の成績を目標に、残りの訓練に取り
組んでいきます。全国大会ではチームや所属全員の気持ちを胸
に日本一を目指して頑張ります。最後に家族、友人、所属の皆様
のご支援とご協力に感謝申し上げます。

基本泳法

〈 東住吉消防署　消防士長　髙瀬　渉 〉

　今回、私は水上の部の溺者搬送で、初
めて近畿地区指導会に出場しました。
　水球の経験があるため、今回の訓練
へ立候補しましたが、実際の訓練では
自身の力不足を痛感し、悩む日々が続
きました。しかし、多数の訓練隊員が

励ましの声をかけてくださり、おかげで過酷な訓練を乗り切ること
ができました。
　初めての経験でしたが、この訓練を通して、現場に通ずる強靭
な体力をつけることができただけでなく、仲間の心強さを再認識
することができました。
　この訓練で得られた貴重な経験を活かし、立派な消防人になれ
るよう、尽力します。

溺者搬送

〈 東住吉消防署　消防士長　神志那　和樹 〉

　第53回消防救助技術近畿地区指導
会への出場にあたり、沢山の方々に支援
いただきました。ありがとうございまし
た。私は水中結索という３人１組で行う
種目に出場しました。本番に向けた、４
月下旬からの本格的な訓練の日々は、い

ま振り返るととても充実した期間でした。初めは上手くいかないこ
とがほとんどで、不安に駆られる日が多くありました。しかし、救助
技術の向上を目的に共に訓練に励んだ隊員達、最後まで信じてく
れたチームメイトのおかげで、本番では培った技術を最大限に発
揮することができました。
　この訓練で培った沢山のことを、日々の消防業務、災害現場活動
で最大限に発揮し、市民の期待に応えるべく全力を尽くしたいと思
います。

水中結索

〈 淀川消防署　消防士長　長船　勇雅 〉

　暑く、熱い夏を過ごしました。ま
ず、無事に訓練をやりきることができ
たのは、関わって下さった皆様が私
たちを支え、背中を押して下さったか
らです。ありがとうございました。その
ような支援をいただき、日々訓練を積

み重ねたことにより、私は全強化隊員が心身共に成長できたと
実感しています。この訓練はそういう場であり、引っ張ってくれる
先輩、経験者、信頼できる指導者の方々が必ず居る場なのです。
訓練の方法、考え方、勝ち方、仲間の大切さ、実際の災害現場に
通ずること等、多くを指導していただきました。この場でないと
経験できないことであり、その経験から成長できる場だと思いま
す。若手職員の方々には、ぜひ経験してほしいです。

溺者救助

〈 東住吉消防署　消防士長　勝丸　大地  〉

　「勝ちたい」という熱い気持ちを持
つ仲間たちとの約３カ月間の訓練を終
えました。一つの目標に向かい喜怒哀
楽を共にすることは、社会人になる
と、あまり経験できない、この仕事な
らではの貴重な経験だと思います。仲

間たちと目標にしてきた全国大会への切符を掴み取ることはで
きませんでしたが、このような経験ができる環境を提供して頂い
ているということは本当に幸せなことです。消防人として確実に
成長をさせて頂いていることはありがたく、今後の消防人生にお
いて大きな財産になると確信しています。最後になりますが、こ
の訓練に関わって頂いた多くの皆様、本当にありがとうございま
した。

人命救助

〈 天王寺消防署　消防司令補　鍋田　優介 〉

　近畿地区指導会の水中検索救助に
出場することは、自分にとって大きな
挑戦であり、かけがえのない経験とな
りました。そして、指導会当日までの厳
しい訓練や困難を共に乗り越え、互い
に高め合いながら挑んだ仲間たちの

存在も何よりも心強いものでした。指導会当日は、多くの方々の
支えがあってこそ、全力を尽くすことができたと実感していま
す。この機会を与えてくださった職場の皆様のご理解とご協力
に心より感謝申し上げます。また、日々支えてくれた家族の存在
は、ありがたく、大きな励みになりました。この経験と感謝の気
持ちを忘れず、今後も技術と精神を磨き、さらに高みを目指して
精進してまいります。

水中検索救助

〈 天王寺消防署　消防士長　難波　拓人 〉
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会場内訓練

パビリオン火災想定訓練
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〜 万博会場は私たちが守ります！ 〜

17

15

20

10

13

 

‼

10

20

大屋根リング訓練NBC災害対応訓練

水難救助訓練集団災害訓練

大屋根リング
の構造は全て

  頭に入ってます。



危険物科第19期生

に
め
じ
は

29

10

19

活
生
の
で
校
学
大
防
消

19

30

45

30

16

50

予防部規制課

広げようスキルアップの輪

第４回　専科教育「危険物科（第19期）」（総務省消防庁消防大学校）

共

共

学に

に

び
成長

　皆さん、内外部を問わず様々な研修を受講されるかと思いますが、研修で得た知
識を自分だけのものにしているのがもったいないと感じたことはありませんか？
　このコーナーは、研修受講者が研修の良かった点や他の人に伝えたいと感じたこ
とを紹介し、皆さんと共有するコーナーです。共に学び共に成長しましょう！

入校時の最年長 45歳、最年少29 歳の同期生 30人。
仕事での疑問を気軽に相談できる、最高の仲間です！

ボイルオーバー異常燃焼現象

食
防
び
及
食
腐
属
金
■

に
り
わ
お

金属腐食及び防食

土壌はほぼ中性、コンクリートはアルカリ性のため金属
配管に電流が流れ、土壌側がイオン化し腐食します。

着火直後はタンク内でのみ燃焼していましたが、し
ばらくして底部に溜まっていた水が沸騰すると、破
裂音と共にタンク外に炎が激しく飛び散りました。
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